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要 約

北 海 道 日高 地 方 にお い て,1996年4月 ～2000年3月 に病性 鑑 定 に供 され た馬 の 流 産 お よび死 産 胎 子919例 につ い て,

原 因 と胎 齢 との 関 連性 を調べ た.流 産 お よ び死 産 の 原 因 は 多 い順 か ら非 感 染 性,感 染 性,原 因不 明 で あ っ た.非 感 染 性

で は,臍 帯 ・胎 子 循 環 障 害 と臍 帯 捻 転 の 占 め る割 合 が 高 く,捻 転 を起 こ した胎 子 の 臍 帯 長 は 長 い傾 向 が あ っ た.感 染 性

の 原 因 と して は,馬 鼻肺 炎 ウ イ ル ス とAspergillus sp.に よ る もの が 多 か っ た.胎 齢2～5カ 月 で は,非 感 染 性 が48.3%

(29/60),原 因不 明 が40.0%(24/60)を 占め て い た.胎 齢6～9カ 月 で は,非 感 染 性 が64.9%(429/661)と 大 半 を

占 めて い た.胎 齢10～12カ 月 で は,38.9%(74/190)が 非 感 染 性 で,33.7%(64/190)が 感 染性 で あ っ た.

キ ー ワー ド:流 産,馬 鼻 肺 炎 ウ イル ス,胎 齢,馬,死 産.

日 獣 会 誌 58, 321～325 (2005)

繁殖雌馬の25～40%に 不受胎,早 期胚死滅,流 産 と

死産(以 下流死産と記載する),分 娩時の胎子死などの

繁殖障害が起 こると考えられている[16,19,21].こ れ

ら繁殖障害による経済的損失を効率的に軽減するために

は,詳 細な疫学調査が必要である[1-3,7,9,12].1921

～1947年 の米国における馬流死産調査で,感 染性流死

産の重要性が示唆された[4].そ の後,馬 鼻肺炎ウイル

ス,β 溶 血 性 レ ン サ 球 菌, Staphylococcus aureus,

Escherichia coli, Pseudomonas aeruginosa, Klebsiel-

la pneumoniae, Actinobacillus equuli, Aspergillus な

ど に よ る流 死 産 が 多 く報 告 さ れ て い る[6,9,12].近

年,欧 米 を中 心 に,ノ カ ル ジ ア型 胎 盤 炎[6,12,23]と

Leptospira[5,6,12,20,25]に よる流 死 産 が 問 題 と な

っ て い る.い っぽ う,臍 帯 捻 転,胎 盤 変 性,双 胎 な どの

非 感 染 性 流 死 産 も多 く報 告 され て い る[9,12,13,18].

1988～1989年 の米 国 ケ ンタ ッキ ー にお け る馬 の流 死 産

胎 子 お よび胎 盤1,211例 を対 象 と した調 査 で は,非 感 染

性 流 死 産 が感 染 性 流 死 産 の約2.2倍 に達 してい た[12].

日本 で も過 去 に妊 娠 末 期 にお け る馬流 死 産 の 原 因 に 関

す る調 査 報 告 は あ るが,胎 齢 と流 死 産 原 因 の 関連 につ い

てはいまだ不明な点が多い[16-18].

今回,北 海道 日高地方で1996年4月 ～2000年3月 に

病性鑑定に供された馬流死産胎子919例 について,胎 齢

と流死産の原因との関連を調査したので報告する.

材 料 お よ び 方 法

馬の流死産胎子919例 の胎齢と流死産原因:1996年

4月 ～2000年3月 に北海道日高家畜保健衛生所において

病性鑑定に供された馬流死産胎子919例(サ ラブレッド種

818例,ア ングロ ・アラブ種94例,半 血種4例,ポ ニー1

例,ミ ニチュアホース1例 および品種不明1例)を 対象

に,胎 齢 と流死産の原因との関連について調べた.流 死

産胎子は胎齢ごとに2～5カ 月(妊 娠前期),6～9カ 月

(妊娠中期)お よび10～12カ 月(妊 娠後期)に 区分した.

剖検では,胎 子の体長,体 重,臍 帯全長(胎 子臍帯基

部～尿膜絨毛膜)お よび臍帯羊膜部長(胎 子臍帯基部～

羊膜)を 測定するとともに各種臓器の肉眼所見を記録 し

た.す べての肺および胸腺は馬鼻肺炎ウイルス抗原検出

のため,村 上 ら(未 発表)が 考案した補体結合反応を行

った.す なわち,肺 および胸腺からベロナール緩衝食塩
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液を用いて20%乳 剤を作製,遠 心して得 られた上清を1

～32倍 に0 .1mlず つ2倍 段階希釈 し被検検体 とした.

被検検体に4単 位の抗馬鼻肺炎ウイルス血清0.1mlを 混

合し37℃ で30分 感作後,2単 位の補体を0.2ml添 加 し

37℃ で30分 反応 させた.そ の後,3単 位の溶血素 と等

量の3%羊 赤血球 を混合 した感作赤血球0.2mlを 加え

37℃ で30分 反応 させ,1倍 以上で溶血阻止を呈 したも

のを陽性とした.

心臓,肺,肝 臓,腎 臓,脾 臓および胃内容物につい

て,5%羊 血液寒天培地,DHL培 地を用い37℃,好 気

あるいは10%C02下 での分離培養を含む細菌学的検査

を実施した.ま た,必 要に応じてサブロー寒天培地を用

いて胎盤を含む各種臓器の真菌学的検査,病 理組織学的

図1 1996年4月 ～2000年3月 の北海道 日高家畜保健衛

生所 における年度別馬流死産胎子病性鑑定数

(年度平均183.8頭)

検査を実施 した.な お,病 原体は分離 されなかったが肉

眼所見,病 理組織所見により細菌および真菌感染 と診断

された症例をそれぞれ細菌性および真菌性流死産とした.

馬鼻肺炎ウイルス抗原検査,細 菌学的検査,真 菌学的

検査,病 理組織学的検査,肉 眼所見 より感染性流死産が

否定された症例を非感染性流死産とし,そ のうち,臍 帯

に過度の捻転や絞扼がみられた症例を臍帯捻転,臍 帯の

水腫や充鬱血,胎 子臓器の鬱血 ・自己融解,胎 子の血様

腹水貯留等が認め られた症例 を臍帯 ・胎子循環障害,胎

盤特に絨毛膜面が変性 していた症例を胎盤変性 とした.

この他に,双 胎,奇 形,そ の他(出 生時の損傷を疑 うも

の,呼 吸不全,内 分泌障害)も 非感染性流死産に含めた.

それぞれの検査結果をもとに,各 胎齢区分における流死

産原因の割合についてχ2検定を実施 した.

成 績

流死産胎子919例 の病性鑑定状況と胎齢:1996年4

月～2000年3月 に病性鑑定に供 された流死産胎子 は,

176～196例/年 度で平均183.8例 と毎年度180例 前後

であり,年 度による大差は認められなかった(図1).

流死産胎子919例 のうち交配年月日および流死産年月

日が明確であったものは860例,不 明であったがおおよ

その胎齢が記載されていたものは51例 であ り,8例 は胎

齢が不明であった.胎 齢区分別の例数は,胎 齢2～5カ

月が60例,胎 齢6～9カ 月が661例,胎 齢10～12カ 月

が190例 であった(表1).

流死産胎子919例 の流死産原因:流 死産の原因は,

非感染性が539例(58.7%)で 最も多 く,つ いで感染性

表1馬 流死産胎 子919例 の流死 産原因 と胎子 月齢

a)平 均値 ±標準偏差 正確 な胎齢(日 数)の 記録 が残 っていた860例 を用 いて算 出 した.

表2非 感染性馬流死産胎子の流死産原因と胎子月齢

a)平 均値 ±標準偏差 正確 な胎齢(日 数)の 記録が残 っていた503例 を用いて算出 した.
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表3　 感染性馬流死産胎子の流死産原因と胎子月齢

a)平 均値 ±標準偏差 正確な胎齢(日 数)の 記録 が残 っていた196例 を用 いて算 出 した.

が206例(22.4%),原 因不 明 が174例(18.9%)で あ

り,非 感 染 性 は 感 染 性 の約2.6倍 多 くみ られ た(表1).

非 感 染 性 の う ち臍 帯 ・胎 子 循 環 障 害 と臍 帯 捻 転 で大 半 を

占 め て い た(表2).臍 帯 捻 転 の症 例 にお け る臍 帯 の全 長

と臍 帯 羊 膜 部 の 長 さ は,そ れ ぞ れ94.5±37.6cmと

60.8±28.0cmで あ り,臍 帯 捻 転 以 外 の症 例 の そ れ ぞ れ

72.8±38.4cmと46.3±26.0cmと 比 べ て長 い傾 向 に あ

った.な お,品 種 に よ る臍 帯 捻 転 の 占め る割 合 は サ ラブ

レ ッ ド種 は18.8%(154/818),ア ング ロ ・ア ラ ブ種 で

は12.8%(12/94)で あ り,両 種 間 に有 意 な差 は なか っ

た.ま た,感 染 性 の原 因 と して は,馬 鼻 肺 炎 ウ イル ス,

Aspergillus sp.,β 溶 血 性 レ ンサ 球 菌,Escherichia coli

が 高 い 割 合 を示 した(表3).

原 因別 に み た流 死 産 例 の 平 均 胎 齢 は表1～3に 示 す と

お りで あ っ た.

各 胎 齢 区分 に お け る流 死 産 原 因:胎 齢2～5カ 月 の 流

産(60例);こ の 胎 齢 に お け る 流 産 の 原 因 は 非 感 染 性

48.3%(29/60),原 因 不 明40.0%(24/60),感 染 性

11.7%(7/60)で あ った.原 因不 明 と分 類 され た 症 例

の多 くは,自 己 融 解 が 著 しい,あ る い は母 馬 の踏 傷 等 に

よ り原 因 の特 定 が 困難 な症 例 で あ った.非 感 染 性 の 内訳

は,臍 帯 ・胎 子 循 環 障 害55.2%(16/29),臍 帯 捻 転

34.5%(10/29),胎 盤 変 性10.3%(3/29)で あ っ た.

双 胎 と奇 形 は 認 め られ なか った.感 染 性 の 内訳 は細 菌性

85.7%(6/7),真 菌 性14.3%(1/7)で あ った.

胎 齢6～9カ 月 の流 産(661例);こ の胎 齢 で の 流 産 の

原 因 は非 感 染 性 が64.9%(429/661)で あ り,他 の 胎 齢

区分 の そ れ に比 べ て 有 意 に高 か っ た(P<0.05).そ の

内訳 は,多 い順 に臍 帯 ・胎 子循 環 障害38.2%(164/429),

臍 帯 捻 転34.0%(146/429),双 胎14.2%(61/429),

胎 盤 変 性8.6%(37/429),奇 形3.7%(16/429),そ の

他1.2%(5/429)で あ り,臍 帯 ・胎 子 循 環 障 害 と臍 帯

捻 転 の 合 計 は72.2%で 多 か っ た.い っ ぽ う,感 染 性 と

原 因 不 明 の 占め る割 合 は そ れ ぞ れ20.3%(134/661),

14.8%(98/661)で あ っ た.感 染 性 の 原 因 の 内 訳 は,

細 菌性47.0%(63/134),真 菌性26.9%(36/134),ウ

イル ス 性26.1%(35/134)で あ っ た.ま た,原 因 を病

原 体 別 に み て み る と,馬 鼻 肺 炎 ウ イ ル ス が35例 で 最 も

多 く,次 い でAspergillus sp.30例,β 溶 血 性 レ ンサ 球

菌21例,Escherichia coli 18例,非 同 定 グ ラ ム 陰 性 桿

菌9例,Mucor sp. 4例,Staphylococcus sp. 3例 で あ

り, Serratia sp., Staphylococcus aureus, Actinobacil-
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lus sp.,お よ びそ の 他 の 腸 内 細 菌 が い ず れ も2例 で あ っ

た.ま た,Pseudomonas sp., Bacillus sp.,非 同 定 グ

ラ ム 陰性 球 菌,お よび そ の他 の真 菌 が そ れ ぞ れ1例 ず つ

分 離 さ れ た.

胎 齢10～12カ 月 の死 産(190例);こ の 胎 齢 区 分 にお

け る 死 産 の 原 因 は非 感 染 性38.9%(74/190),感 染 性

33.7%(64/190),原 因 不 明27.4%(52/190)で あ っ

た.こ の 時 期 には,感 染 性 の 占 め る割 合 が他 の胎 齢 区分

の そ れ に比 較 し有 意 に高 か っ た(P<0.01).感 染 性64

例 の原 因 の 内 訳 は 細 菌 性48.4%(31/64),ウ イ ル ス性

39.1%(25/64),真 菌 性12.5%(8/64)で あ り,病 原

体 別 で は多 い 順 に馬 鼻 肺 炎 ウイ ル ス が25例 で 最 も多 く,

次 い でEscherichia coli 11例,β 溶 血 性 レ ンサ 球 菌10

例,Aspergilluss sp. 7例,Staphylococcus sp. 4例,Ser-

ratia sp. 2例 で あ り,非 同定 グ ラム 陰 性 桿 菌,Staphy-

lococcus aureus, Pasteurella sp.お よび そ の他 の腸 内

細 菌 が そ れ ぞ れ1例 で あ っ た.非 感 染 性74例 の 原 因 の

内訳 は,多 い 順 に臍帯 ・胎 子 循 環 障害36.5%(27/74),

胎 盤 変性25.7%(19/74),臍 帯 捻 転14.9%(11/74),

双 胎9.5%(7/74),そ の他8.1%(6/74),お よび 奇 形

5.4%(4/74)で あ った.

考 察

1984～1989年 の 日高 家 畜保 健 衛 生 所 に お け る馬 流 死

産 の 病 性 鑑 定 数 よ り,同 地 域 で は毎 年200頭 以上 の流 産

が 発 生 して い る こ と[16]は す で に知 られ て い る.今 回

の 調 査 結 果 で,1996～2000年 ま で の5年 間 にお け る鑑

定 数 は180例 前 後 で あ り,繁 殖 雌 馬 の流 死 産 胎 子 の原 因

を非 感染 性 と感染 性 の 割合 で み る と,Hongら[12]の

米 国 で の調 査 と同様,非 感染 性 の 占 め る割 合 が 感 染 性 の

2倍 を超 え て い た.

非 感 染 性 流 死 産 の な か で,臍 帯捻 転 は 流 死 産胎 子919

例 の18.2%に み られ,Hongら[12]の4.5%と 比 較 し

非 常 に高 か った.そ こ で臍 帯 捻 転 例 の 臍 帯全 長 ・臍 帯 羊

膜 部 長 に注 目 して み た 結 果,そ れ らの 長 さ は,臍 帯 捻 転

以 外 の症 例 の もの よ り も長 い傾 向 が 認 め られ た.特 に,

臍 帯 捻 転 は臍 帯 羊 膜 部 で の発 生 が確 認 され て い る こ とか

ら,当 該 部 の 長 さが 注 目 され る.し か しな が ら,Hong

ら[12]は 臍 帯 長 が臍 帯 捻 転 例 に お いて 長 い こ とを報 告

して い る もの の,臍 帯 羊 膜 部 長 に 言 及 して い な い た め,

厳 密 な 日米 間 の比 較 は で きな か っ た.い ず れ にせ よ,日

米 と もに臍 帯 捻 転 例 にお け る臍 帯 全 長 の平 均 値 は臍 帯 捻

転 以外 の症 例 の もの よ りも長 い こ とが わ か っ た[12,16,

18].こ れ らの 結 果 は,長 い 臍 帯 の個 体 は臍 帯 捻 転 の 発

生 の可 能性 が高 い こ と を示 唆 して いた.

本 調 査 に お け る感 染 性 流 死 産 の 割 合(22.4%)は,米 国

の そ れ(25.9%)よ りも低 か った[12].こ の 一 因 と して,今

回 の 調 査 期 間 中 に お い てSalmonella enterica serovar

Abortusequi, Nocardiaお よびLeptospiraに よる流死

産の集団発生がなかったためと考えられた[6,8,12].

今回,病 性鑑定に供された流死産胎子919例 のうち胎

齢5カ 月以内の症例は60例 であり,他の胎齢区分の症例

と比べて著しく少なかった.この理由として,受胎後30～

60日 の間の流産は早期胚死滅により母体に吸収される場

合が多 く,胎 子が排出されたとしてもきわめて小 さいた

め見落とされる場合の多いことが考えられた[10,16].

また,こ の胎齢区分では,原 因不明の例が40.0%に 達

していた.動 物の流死産率は気象条件等の影響を受ける

との報告[22]が あるが,馬 に関する情報 は乏しい.

2001年 にケンタッキーにおいて,"馬 繁殖障害症候群:

mare reproductive loss syndrome"と 呼ばれる疾病の

発生が報告 され[1-3,7,24],カ レハガ科の蛾の幼虫

(MSalmonella americanum)を 摂取することによって

生 じることが判ってきてお り[24],今 後は,馬 の流死

産と環境要因との関連も調べる必要があると考えられた.

胎齢6～9カ 月の流産胎子においては,非 感染性の割

合が高く,そ の主たるものは臍帯 ・胎子循環障害や臍帯

捻転であった.今 回の症例 と同様に臍帯捻転は6～9カ

月齢の胎子に多い[16]と いう報告はあるものの,そ の

原因は不明な点が多い.双 胎は,こ の時期以降に多 く確

認された.こ れは,双 胎による流産は胎子の発育に対 し

て母体の栄養供給が追いつかなくなり,妊 娠7～9カ 月

の問に生 じやすいという報告 を支持するものであった

[16].ま た,感 染性流産の原因として,こ の時期以降か

ら馬鼻肺炎ウイルスが確認された.

胎齢10～12カ 月の死産胎子では感染性 の割合が高

く,な かでも馬鼻肺炎ウイルスによる流死産率が高かっ

た.ち なみに,馬 鼻肺炎ウイルスによる流死産が妊娠8

～11カ 月,特 に9,10カ 月を中心に多発する[14,15].

今回の調査で馬鼻肺炎ウイルスを除いた病原体,つ ま

り.Escherichia coli,β 溶血性レンサ球菌,Aspergillus

sp., Staphylococcus sp.は環境常在菌であ り,胎 齢に関

係なく検出されることより,飼 養環境から感染をうけ,

流死産の原因となっていることが考えられた[6,9,11].

よって,繁 殖雌馬の環境常在菌による流死産の予防に

は,恒 常的な衛生管理,定 期的な生殖器検査,厩 舎や敷

料等の衛生管理 ・消毒が重要であると考えられた.

本稿を終えるにあたり,ご指導ご協力いただいた日高地区農

業共済組合および日高軽種馬農業協同組合の諸先生ならびにご

助言いただいた日本中央競馬会総合研究所栃木支所の諸先生お

よび(独)農業 ・生物系特定産業技術研究機構動物衛生研究所北海

道支所の加藤憲夫前支所長に深謝する.
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Investigation of Causes of Equine Abortion/Stillbirth on 919 Cases in the Hidaka

District of Hokkaido
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Tomoyuki SHIBAHARA and Koichi KADOTA

*Hokkaido Hidaka Livestock Hygiene Service Center, 2-2-15 Kouseicho, Shizunai, 056-0005,

Japan

SUMMARY

A retrospective survey was performed on 919 cases of equine fetal spontaneous abortion and stillbirth in the
Hidaka district of Hokkaido, collected from April 1999 to March 2000, and the relationships between the caus-
es and gestational age were examined. The cases of abortion and stillbirth were divided into non-infectious,
infectious and undetermined causes, in order of decreasing frequency. In the non-infectious cases, failure of
the circulation between the umbilical vessels and the fetus and excessive torsion of the umbilical cord were

prevalent, and in the latter, the fetus tended to have a longer umbilical cord. Many of the abortions due to
infection were caused by equine rhinopneumonitis virus or Aspergillus sp. During the early months of gesta-
tion (2-5), non-infectious and undetermined cases accounted for 48.3% (29/60) and 40.0% (24/60), respective-
ly. During the middle months (6-9), non-infectious cases predominated, accounting for 64.9% (429/661). Dur-
ing the late months (10-12), 38.9% (74/190) of cases were non-infectious, whereas 33.7% (64/190) were infec-
tious. Key words: abortion, equine rhinopneumonitis virus, gestational age, horse, stillbirth

† Correspondence to: Toshifumi AKIBA (Previous Address: Hokkaido Hidaka Livestock Hygiene Service Center)

2-2-15 Kouseicho, Shizunai, 056-0005, Japan TEL 01464-2-1333 FAX 01464-2-0542

J. Jpn. Vet. Med. Assoc., 58, 321•`325 (2005)

―325―


